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News!

News!

山梨県ＪＡ農業機械大展示会を開催

東京都下水再生りん回収施設見学会に参加

大型農機から小型管理機、推奨型式など展示・販売

肥料利用に向けて製造設備や生産工程を確認

山梨県本部

耕種資材部

　
山
梨
県
本
部
は
2
月
21
、
22
日
、
甲
府
市
の
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
で

「
第
46
回
山
梨
県
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
2
月
8
日
、東
京
都
下
水
道
局
主
催
の「
下
水
再
生
り
ん
」

を
製
造
す
る「
り
ん
回
収
・
肥
料
化
施
設
」の
見
学
会
に
参
加
し
ま

し
た
。2
0
2
4
年
1
月
29
日
に
運
転
を
開
始
し
た
同
施
設
に
つ
い

て
、農
業
関
係
団
体
を
対
象
と
す
る
公
開
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　
会
場
で
は
農
薬
散
布
機（
Ｓ

Ｓ
）、ト
ラ
ク
タ
ー
、コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
大
型
の
農
業
機
械
か
ら

刈
り
払
い
機
や
小
型
管
理
機
ま

で
多
種
多
様
な
農
機
の
展
示
・

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

営
農
支
援
企
画
と
し
て
Ｊ
Ａ
グ

　
見
学
会
に
は
全
農
の
耕
種
資

材
部
関
係
課
室
・
事
業
所
、
さ

ら
に
東
京
都
本
部
を
は
じ
め
と

す
る
近
隣
県
本
部
を
含
め
、
計

19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
国
土
交
通
省
の
下

水
道
革
新
的
技
術
実
証
事
業

ル
ー
プ
山
梨
推
奨
型
式
展
示

コ
ー
ナ
ー
や
農
業
資
材
・
施
設

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
低
床
ト
ラ
ク
タ
ー
を
中
心
と

し
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
梨
推
奨

型
式
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
興
味

を
持
っ
た
来
場
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の

提
案
の
た
め
、全
農

が
普
及
を
進
め
る

営
農
管
理
シ
ス
テ

ム
「
Z
–G
I
S
」

の
ブ
ー
ス
設
置
や

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り

機
な
ど
の
展
示
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
メ
ー
カ
ー
の

ブ
ー
ス
で
は
、
担

当
者
の
説
明
を
熱

心
に
聞
き
入
る
来

場
者
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
、
活
気
あ

る
展
示
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
B
–D
A
S
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

に
採
択
さ
れ
た
、
り
ん
回
収
・

肥
料
化
を
実
証
す
る
施
設
で
、

東
京
都
下
水
道
局
砂
町
水
再
生

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
出
席
者
は
、
東
京
都
下
水
道

局
担
当
者
か
ら
下

水
道
事
業
の
仕
組
み

と
、
施
設
概
要
の
説

明
を
受
け
た
後
、
実

際
に
下
水
再
生
り
ん

製
造
設
備
や
生
産
工

程
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

全
農
は
、
昨
年
12

月
に
東
京
都
と
締
結

し
た「
下
水
再
生
り

ん
の
広
域
で
の
肥
料

利
用
に
向
け
た
連
携

協
定
」に
基
づ
き
、下

水
再
生
り
ん
の
肥
料

利
用
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

メーカー担当者から操作方法や機能について説明を受ける来場者

「
り
ん
回
収
・
肥
料
化
施
設
」を
前
に
東
京
都
下
水
道

局
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
る
参
加
者

　撮影当日は、早朝、風が強く吹く農場で撮影がスタート。
当初は悪天候も予想されていましたが、石川さんが農場
に到着した時には青空も見えるほどの天候になりました。
石川さんは広大な農場の真ん中で大きな野菜を両手に抱
えながら、真剣なまなざしで撮影に挑みました。

　撮影後の特別インタビューで石川さんは「選手を引退
してからスーパーに行く機会が増えたのですが、いつも食
材が手に入ることは当たり前じゃないと感じています。今
日は畑に来て、野菜はこうしてたくさんの人の努力で作ら
れているのだと改めて感じました。私もいつも安全安心な
日本の食材をいただいているので、消費者の皆さんと一
緒に、持続可能な生活とは何かを考えていきたいなと思い
ます。これからも農家の皆さんが愛情を込めて作ってくだ
さった野菜の魅力を伝えていきたいです」とコメントしまし
た。
　新CMは全農広報部のYouTubeチャンネルで見ること
ができます。石川さんへの特別インタビューを含めた撮
影時のメイキング映像も公開中です。ぜひご覧ください。

　新ＣＭは農畜産物の適正価格について生産者と消費者
がともに考えていく「Think Sustainable Price」がテーマ
です。生産者の作業をノンフィクションで撮影した「群馬」
編と「千葉」編に加えて、雄大な農作業の営みを、ドロー
ンを活用してワンカットで撮影した長尺ＣＭ「Think 
Sustainable Price」編も公開しました。これらの新ＣＭは、
世界情勢や気候変動などの影響を受け、生産コストが高
止まりする中でも、食と農を未来へつないでいくために「持
続可能な価格とは何か」を生産者と消費者の立場を超え
て、ともに考えるきっかけになってほしいという思いから制
作しました。

国産農畜産物の
「持続可能な価格とは何か？」
ともに考える新ＣＭ
「Think Sustainable Price」を公開

ＣＭ制作への思い

CM撮影エピソード

石川佳純さんインタビュー

全農所属 石川佳純さんが出演！

　全農は3月18日、全農所属で全農オフィシャルアンバサ
ダーの石川佳純さんが出演する新ＣＭ“Think Susta
inable Price”を公開しました。CMには石川さんと群馬
県・千葉県の生産者が出演しています。【広報・調査部】

「群馬」編の
ワンシーン

「千葉」編の
ワンシーン

新CMに出演した
石川さんの
メイキングカット

ドローンで
撮影した60秒CM

石川佳純さん
メイキング･インタビュー映像

新CMは
こちらから！
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　け
の
汁
な
ど
の
郷
土
料
理
も
盛
り
込
む
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
県
産
農
畜
産
物
へ

親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を

込
め
ま
し
た
。（
食
育
活
動
に
活
用
し
、一般

発
売
の
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）

　絵
本
の
完
成
を
記
念
し
、1
月
17
日
の「
お

む
す
び
の
日
」に
合
わ
せ
て
17
、
18
日
に
贈
呈

式
を
開
催
し
、
県
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
、

公
立
図
書
館
な
ど
へ
合
わ
せ
て
約
1
1
0
0

部
配
布
し
ま
し
た
。

　贈
呈
式
で
桑
田
徳
文
前
県
本
部
長
は「
食

育
へ
活
用
し
て
ほ
し
い
。
絵
本
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
に
県
産
農
畜
産
物
に
つ
い
て
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

　2
月
に
は
青
森
市
内
の
幼
稚
園
で
出
版
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
園
児
約
1
7
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ミ
ス
・

ク
リ
ー
ン
ラ
イ
ス
あ
お
も
り

が「
お
に
ぎ
り
の
や
く
そ

く
」の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、

園
児
た
ち
は
県
産
農
畜
産

物
を
テ
ー
マ
に
し
た
物
語
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
年
長
児
向
け
に
は
、

お
に
ぎ
り
教
室
を
開
催
。

子
ど
も
た
ち
は
炊
き
た
て

の「
青
天
の
霹
靂
」
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
具
材
を
使
っ
て
思
い
思
い
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。

　給
食
に
は
絵
本
の
中
に
登
場
し
た
け
の
汁

や
リ
ン
ゴ
も
提
供
さ
れ
、
園
児
た
ち
は「
絵
本

の
中
に
出
て
き
た
も
の
が
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し

い
」「
自
分
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
だ
か
ら
お
い
し

い
」
と
県
産
食
材
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　県
本
部
で
は
、
今
後
も
県

内
各
地
の
保
育
園
や
幼
稚
園

な
ど
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
て
食
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

へ
き
れ
き

県
産
農
畜
産
物
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
願
い
込
め
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
食
育
絵
本

「
お
に
ぎ
り
の
や
く
そ
く
」制
作

　青
森
県
本
部
は
、
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
食
育
絵
本「
お
に
ぎ
り

の
や
く
そ
く
」を
制
作
し
ま
し
た
。
県
本
部
が
監
修
し
、
絵
本
作
家
か
と
う
ま
ふ
み

氏
が
執
筆
し
た
も
の
で
、
お
な
か
を
空
か
せ
た
宇
宙
人「
ポ
ム
く
ん
」が
青
森
県
に
住

む「
り
ん
ち
ゃ
ん
」と
そ
の
家
族
に
出
会
い
、一
緒
に
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
楽
し
く
食
事

を
す
る
物
語
で
す
。   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   【
青
森
県
本
部
】

ミス・クリーンライスあおもりによる
読み聞かせ

絵本「おにぎりのやくそく」のワンシーン

絵本
「おにぎりのやくそく」の

表紙

イベントでおにぎりを
食べる園児

県本部公式Xでは
「家の自慢のおにぎり」を

投稿してもらう
キャンペーンも開催

出
版
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
読
み
聞
か
せ

「
お
む
す
び
の
日
」に
合
わ
せ
配
布

イベントでおにぎりを作る園児

青森県本部
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し
た
も
の
で
、
お
な
か
を
空
か
せ
た
宇
宙
人「
ポ
ム
く
ん
」が
青
森
県
に
住

む「
り
ん
ち
ゃ
ん
」と
そ
の
家
族
に
出
会
い
、一
緒
に
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
楽
し
く
食
事

を
す
る
物
語
で
す
。   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   【
青
森
県
本
部
】

ミス・クリーンライスあおもりによる
読み聞かせ

絵本「おにぎりのやくそく」のワンシーン

絵本
「おにぎりのやくそく」の

表紙

イベントでおにぎりを
食べる園児

県本部公式Xでは
「家の自慢のおにぎり」を

投稿してもらう
キャンペーンも開催

出
版
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
読
み
聞
か
せ

「
お
む
す
び
の
日
」に
合
わ
せ
配
布

イベントでおにぎりを作る園児

青森県本部

わ
っ
と
華
や
か
な
香
り
が
素
晴
ら
し
い
」と

好
評
で
し
た
。
ま
た
1
月
に
は
、
銀
座
三

越（
東
京
都
）で「
み
の
り
み
の
る
マ
ル
シ
ェ 

東
近
江
の
実
り
」を
県
内
Ｊ
Ａ
と
共
同
開

催
し
、
地
域
な
ら
で
は
の
農
産
物
や
旬
の

食
材
を
P
R
・
販
売
し
ま
し
た
。

　1
月
に
は
県
庁
で「
み
お
し
ず
く
」を
含

む
6
種
類
の
1
0
0
％
県
産
素
材
で
作
ら

れ
た
ど
ら
焼
き「
滋
賀
ど
ら
」と
、「
み
お
し

ず
く
」の
い
ち
ご
ソ
ー

ス
と
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

の
粉
末
を
ぜ
い
た
く

に
使
用
し
た
チ
ー
ズ
ス

フ
レ「
近
江
い
ち
ご
ス

フ
レ
」の
商
品
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
唯
一の

滋
賀
県
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種「
み
お
し
ず
く
」

が
イ
チ
ゴ
の
ト
ッ
プ
ブ

ラ
ン
ド
に
な
る
よ
う
販

売
を
進
め
ま
す
。

　21
年
に
名
前
の
公
募
を
行
っ
た
際
に
は

7
6
0
0
を
超
え
る
応
募
が
集
ま
り
、
食

べ
た
と
き
の
み
ず
み
ず
し
さ
と
、水
の
イ
メ
ー

ジ
を
通
じ
て
琵
琶
湖
を
連
想
さ
せ
る
愛
ら

し
く
美
し
い
名
前
と
し
て「
み
お
し
ず
く
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「み
お
し
ず
く
」は
、
清
ら
か
な
し
ず
く

の
よ
う
に
整
っ
た
形
と
適
度
な
酸
味
の
中
に

際
立
つ
さ
わ
や
か
な
甘
味
や
フ
ロ
ー
ラ
ル
な

香
り
、
大
粒
で
明
る
い
赤
色
が
特
長
で
す
。

　キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は〝
ひ
と
し
ず
く
か
ら
輝

く
宝
石
へ
〞。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
チ
ゴ
が
あ
る

中
で
、
ひ
と
き
わ
輝
い
て
み
え
る
一
粒
に
成

長
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
や
消
費
者
一
人

一
人
の
思
い
が
集
ま
り
、
県
を
代
表
す
る

「
宝
」に
な
っ
て
ほ
し
い

―
と
い
う
思
い
を

込
め
ま
し
た
。

　今
年
度
は
65
人
の
生
産
者
が
栽
培
し
て

お
り
、
地
元
の
量
販
店
や
首
都
圏
の
百
貨

店
、
生
協
な
ど
で
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　23
年
12
月
に
は
、
東
京
・
豊
洲
市
場
で

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
仲
卸
お
よ
そ
50

社
1
0
0
人
以
上
に「
み
お
し
ず
く
」を
無

料
配
布
。
試
食
し
た
仲
卸
か
ら「
爽
や
か

な
甘
味
の
中
に
適
度
な
酸
味
が
あ
り
、
ふ

〝
輝
く
宝
石
〞公
募
で
ネ
ー
ミ
ン
グ

65
人
が
栽
培
、本
格
的
に
販
売
へ

1
0
0
％
県
産
素
材
の
関
連
商
品
も

県
本
部

だ
よ
り
滋賀県本部

滋
賀
県
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
チ
ゴ
が
誕
生
　

5
年
の
歳
月
を
か
け
育
成
し
た「
み
お
し
ず
く
」

　
近
年
、滋
賀
県
で
は
新
規
就
農
者
を
中
心
に
イ
チ
ゴ
栽
培
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

県
が
品
種
育
成
に
取
り
組
み
、
県
で
初
め
て
の
イ
チ
ゴ
新
品
種
「
み
お
し
ず
く
」
が
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。「
か
お
り
野
」
と
「
章
姫
」
の
交
配
に
よ
り
得
ら
れ
た
約
1
6
0
0
の
候
補
か
ら
、

優
れ
た
も
の
を
選
び
出
す
作
業
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
2
0
1
6
年
か
ら
５
年
の
歳
月
を
か

け
て
完
成
し
ま
し
た
。

５年の歳月をかけて誕生した「みおしずく」

豊洲市場で行ったトップセールス

県庁で行われた商品発表会

あ
き
ひ
め

「みおしずく」のロゴ
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商
談
会
で
は
、
92
団
体
1
1
0
小
間
の
ブ
ー
ス
で
出
展
者

が
計
4
4
5
商
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
会
場
で
調
理
し
た
試

食
サ
ン
プ
ル
も
提
供
し
、
対
面
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
P
R
方
法
で
バ
イ
ヤ
ー
の
五
感
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　
特
設
会
場
で
実
施
し
た
予
約
制
個
別
商
談
会
で
は
成
約
率

向
上
に
向
け
て
、
事
前
に
出
展
者
と
バ
イ
ヤ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
い
、
71
件
の
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
企
画
の
P
R
D
J
ブ
ー
ス
で
は
出
展
者
を
ゲ
ス

ト
に
招
い
た
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
他
、
D
J
が
ブ
ー
ス

に
赴
き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
突
撃
リ
ポ
ー
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
音
声
と
し
て
会
場
中
に
届
け
ら
れ
、
バ
イ
ヤ
ー
に

イ
チ
オ
シ
商
品
の
魅
力
を
P
R
し
ま
し
た
。

　
出
展
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
複
数
の
成
約
の
声
が
届
い

て
お
り
、「
会
場
全
体
に
活
気
が
あ
り
、
有
意
義
な
商
談
が
で

　
全
農
は
第
18
回
J
A
グ
ル
ー
プ
国
産
農
畜
産
物
商
談
会

を
2
月
28
、
29
日
の
2
日
間
、
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
浜
松
町
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
商
談
会
は
国
産
農
畜

産
物
と
そ
の
加
工
品
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
拡
大
を
目
的
と
し
、

全
農
が
J
A
バ
ン
ク
と
共
に
主
催
し
て
い
ま
す
。
前
年
を

大
き
く
上
回
る
1
8
1
8
人
の
商
談
者
に
対
し
て
、
出
展

者
が
「
イ
チ
オ
シ
」
の
商
品
を
P
R
し
ま
し
た
。

 

【
営
業
開
発
部
・
耕
種
総
合
対
策
部
】

き
た
」「
新
規
・
既
存
問
わ
ず
顧
客
と
の
交
流
が
図
れ
た
」

な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
「
各
県
の

イ
チ
オ
シ
を
一
気
に
み
る
こ
と
が
で
き
て
購
買
に
役
立
つ
可
能

性
を
感
じ
た
」「
他
の
展
示
会
に
は
な
い
商
品
が
あ
り
魅
力
的

だ
っ
た
。も
っ
と
多
く
の
出
展
者
の
商
品
を
見
て
み
た
い
」な
ど
、

期
待
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
回
商
談
会
は
2
0
2
5
年
1
月
30
、
31
日
に
同
会
場

で
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

地域の魅力を未来につなぐ

リ
ア
ル
開
催
の

食
の
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会

PRDJブースでは出展者をゲストに招いたトー
クディスカッションで、一番推したい商品の魅
力を会場中に発信しました。

会場入り口に展開した四季のイチオシ商品コーナーでは、各出展者が一番
にお薦めしたい商品を、魅力を伝えるＰＯＰとともに集合陳列し、来場者にＰ
Ｒしました。

営業開発部ではニッポ
ンエールプロジェクト第
３弾「東北産地応援」を
はじめとしたニッポン
エール商品、農協シリー
ズ商品や季節を彩る旬
の総菜商品を展開しま
した。全農グループ会
社とも連携したブース
展開で、それぞれのカテ
ゴリーのイチオシ商品を
ＰＲしました。

耕種総合対策部では、
全国12JAの「TACの
店」の出展商品を集合
陳列してＰＲし、TACの
役割・取り組みをバイ
ヤーに伝えました。各
「TACの店」では、担当
する担い手が生産した
農畜産物や加工品の
魅力をPRしました。

地域産品発見コーナーでは、各地の酒類・果
汁飲料・ドレッシングを集合陳列し、売り場イ
メージを提案しました。

第 18回 JAグループ国産農畜産物商談会開催

商談会終了後に余っ
た展示商品は、出展者
よりフードバンク（（特
非）セカンドハーベスト・
ジャパン）に寄贈し、支
援活動に活用いただき
ました。

別室会議室に設けた、
予約制個別商談会場
では、落ち着いた雰囲
気の中で熱心な商談
が行われました。

J
A
グ
ル
ー
プ

国
産
農
畜
産
物
商
談
会

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

豪華講師陣による特別セミナー実施

“明日の笑顔を 共に創る”企業を目指すた
め、「健康」「地域」「環境」「人財」の４つ
のビジョンをテーマとした取り組みについて
説明いただきました。その中で、「地域」と共
に生きる社会の実現に向けた国産原料使
用の取り組みとして、福島県とのＧＡＰ認証
野菜の取り組みや、麺・パンの小麦国産化
に向けた取り組みを説明いただきました。

「国産原材料を使った商品開発の拡大」
㈱セブン‐イレブン・ジャパン

取締役 常務執行役員　商品戦略本部長 商品本部長
青山 誠一 氏

冷凍食品市場の中でも、特に伸長している
冷凍農産加工品の拡大について説明いた
だきました。また、ここ数年で大きく変化した
①社会/経済動向②生産・流通・小売動向
③消費者動向の3つの視点から、今後の見
通しをお話しいただき、さらなる冷凍食品カテ
ゴリー市場拡大に向けた日本アクセスの挑
戦を示していただきました。

「冷凍食品市場拡大へ！
　　　　　　　日本アクセスの挑戦」

㈱日本アクセス　商品統括・マーケティング管掌補佐
　 商品開発部長　荒井 敏 氏

「農産振興」「産地応援」をテーマとした全農
との共同企画「ニッポンエールプロジェクト」
について概要と事例を紹介いただきました。
また、24年4月8日に新たにスタートするニッ
ポンエールプロジェクトの第3弾「東北産地
応援」を説明いただき、生産者の思いを背
負って、商品開発や店舗展開を進めていき
たいという熱い思いをお話しいただきました。

「JA全農×伊藤園
　　 『ニッポンエールプロジェクト』」

㈱伊藤園　マーケティング本部長　執行役員
　志田 光正 氏

食品業界において、コープこうべが果たす
べき役割として、「つくる責任つかう責任」に
ついて説明いただきました。コープこうべ創
立100周年である21年に開発がスタートし
た、「CO・OP NEXT100商品」や、食品ロ
ス削減の取り組みとして「てまえどり」運動な
ど、具体的な事例を交えて紹介いただきまし
た。

「生協として大切にしたい
  商品開発の取り組み
　～CO・OP NEXT100商品開発～」
　生活協同組合コープこうべ　執行役員　瀬戸口 恵子 氏
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商
談
会
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向
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、
事
前
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の
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を
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、
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、
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あ
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展開で、それぞれのカテ
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ＰＲしました。
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店」の出展商品を集合
陳列してＰＲし、TACの
役割・取り組みをバイ
ヤーに伝えました。各
「TACの店」では、担当
する担い手が生産した
農畜産物や加工品の
魅力をPRしました。

地域産品発見コーナーでは、各地の酒類・果
汁飲料・ドレッシングを集合陳列し、売り場イ
メージを提案しました。

第 18回 JAグループ国産農畜産物商談会開催

商談会終了後に余っ
た展示商品は、出展者
よりフードバンク（（特
非）セカンドハーベスト・
ジャパン）に寄贈し、支
援活動に活用いただき
ました。

別室会議室に設けた、
予約制個別商談会場
では、落ち着いた雰囲
気の中で熱心な商談
が行われました。
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豪華講師陣による特別セミナー実施

“明日の笑顔を 共に創る”企業を目指すた
め、「健康」「地域」「環境」「人財」の４つ
のビジョンをテーマとした取り組みについて
説明いただきました。その中で、「地域」と共
に生きる社会の実現に向けた国産原料使
用の取り組みとして、福島県とのＧＡＰ認証
野菜の取り組みや、麺・パンの小麦国産化
に向けた取り組みを説明いただきました。

「国産原材料を使った商品開発の拡大」
㈱セブン‐イレブン・ジャパン

取締役 常務執行役員　商品戦略本部長 商品本部長
青山 誠一 氏

冷凍食品市場の中でも、特に伸長している
冷凍農産加工品の拡大について説明いた
だきました。また、ここ数年で大きく変化した
①社会/経済動向②生産・流通・小売動向
③消費者動向の3つの視点から、今後の見
通しをお話しいただき、さらなる冷凍食品カテ
ゴリー市場拡大に向けた日本アクセスの挑
戦を示していただきました。

「冷凍食品市場拡大へ！
　　　　　　　日本アクセスの挑戦」

㈱日本アクセス　商品統括・マーケティング管掌補佐
　 商品開発部長　荒井 敏 氏

「農産振興」「産地応援」をテーマとした全農
との共同企画「ニッポンエールプロジェクト」
について概要と事例を紹介いただきました。
また、24年4月8日に新たにスタートするニッ
ポンエールプロジェクトの第3弾「東北産地
応援」を説明いただき、生産者の思いを背
負って、商品開発や店舗展開を進めていき
たいという熱い思いをお話しいただきました。

「JA全農×伊藤園
　　 『ニッポンエールプロジェクト』」

㈱伊藤園　マーケティング本部長　執行役員
　志田 光正 氏

食品業界において、コープこうべが果たす
べき役割として、「つくる責任つかう責任」に
ついて説明いただきました。コープこうべ創
立100周年である21年に開発がスタートし
た、「CO・OP NEXT100商品」や、食品ロ
ス削減の取り組みとして「てまえどり」運動な
ど、具体的な事例を交えて紹介いただきまし
た。

「生協として大切にしたい
  商品開発の取り組み
　～CO・OP NEXT100商品開発～」
　生活協同組合コープこうべ　執行役員　瀬戸口 恵子 氏
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　岩手県本部は、岩手県出身でプロ野球・千葉ロッテマリーンズの佐々木朗希選手
を、「いわて純情米」のアンバサダーへ起用することについて、所属球団と契約を結び
ました。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岩手県本部】
　2月1日に球団のキャンプ地である沖縄県石垣市で伊藤清孝県本部運営委員会会
長から球団へ、岩手県産米のオリジナル品種「金色の風」と「銀河のしずく」を語呂に
合わせた数量贈呈しました。
　県産米を受け取った佐々木選手は「僕にと
ってお米はプレーの源となっている。これから
はいわて純情米の素晴らしさ、おいしさを多く
の人に知ってもらえたら」とコメントしました。

発行／全国農業協同組合連合会　2024年（令和6年）3月25日発行（毎週月曜日発行）
第3463号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

おいしいとびら

　「海塩そみラ」は、味噌の可能性を広げる「発酵そみファ」の
シリーズ商品として、新発売の減塩味噌です。
　一般的な味噌と比べて、塩分を4分の1まで減らしているの
が特徴です。原料の大豆と米はもちろん塩も国産を100%使
用。大豆のうまみと米こうじの甘みをしっかり感じられる優し
い味わいです。
　パッケージカラーの水色は、海塩を使用していることや海
水に近い3.0％の塩分にちなんでいます。おいしく減塩をした
い方におすすめの商品です。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

★塩分4分の1のお味噌★  海塩そみラ（塩分3％） 規格：
300ｇ×6個……3240円（税込み）3月末～発送予定

『ＪＡ全農トピックス』の公式
X（旧Twitter）はこちらから

　世界に誇る日本のお米を味わい尽くせるよ
う、ＴＫＧ（卵かけごはん）や納豆ごはんの100
倍おいしいアレンジ、がっつりジャンクなのっけ
飯、チャーハン、ライスオムレツ、炊き込みごは
ん、おにぎり、すし、かゆ、餅や米粉のおやつ

　全農が監修した書籍『ＪＡ全農が炊いた！
「日本一うまいお米の食べ方」大全』が、3月
1日に(株)主婦の友社から発売されました。

  【米穀部】

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

『ＪＡ全農が炊いた！「日本一うまいお米の食べ方」大全』

198品のレシピ本 3月1日に発売
まで、「すぐに作れて幸せになれるお米レシピ」
198品を紹介しています。
　全農米穀部の公式Ｘ「ＪＡ全農【公式】ＮＯ 
ＲＩＣＥ ＮＯ ＬＩＦＥ」で多くの反響があったパッ
クごはんレシピも、新レシピを加え収録。おい
しいお米の炊き方や保存法、自分にぴったりの
お米の銘柄が選べる47都道府県の自慢の銘
柄米の食味マップ＆ごはんのお供カタログ、ご
はんに合うみそや梅干しの情報も掲載してお
り、お米がさらにおいしく食べられる1冊です。

レシピ本『ＪＡ全農が炊いた！
「日本一うまいお米の食べ方」大全』

全農米穀部の公式X
「JA全農【公式】
NO RICE NO LIFE」

はこちら

佐々木朗希選手が新アンバサダーに就任
「いわて純情米」など「純情産地いわて」をPR

こんじき
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岩手県本部
公式YouTubeチャンネル

佐々木選手からのビデオメッセージはこちら

みそうみしお

必要事項とアンケートをご記
入の上、ご応募ください。

新発売記念プレゼント企画

「海塩そみラ」を
20名様に
プレゼント

締め切りは
2024年4月5日（金）23：59

2024 vol.10673.25

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web版
JA全農ウィークリーは
こちらから

（青森県本部）

オリジナル食育絵本
「おにぎりのやくそく」制作

4面

（営業開発部･耕種総合対策部）

JAグループ国産
農畜産物商談会開催

6-7面
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